
下垂体腺腫にて経蝶形骨洞（ハーディー）手術を受けられる患者様へ
・入院期間は変更があることもあります

・詳細につきましては入院された後、看護師より説明させていただきます

入院日（　　/　　） （　　/　　） (   /   ) (   /   ) (   /　～　/　 ) (   /　～　/　 ) 退院日(   /   )

手術前日 手術当日・術前
手術当日・術後

（ＩＣＵ）
手術翌日 術後２日目 術後３日目 術後４～６日目 術後７～12日目 術後13日目

目標
安静を守ることができる
苦痛が軽減される

術後合併症や症状の悪化がな
い

退院後の生活に不
安がない

検査

採血
手術室入室予定時間

 

【    ：    】

手術直後に頭部CT検査があり
ます

採血・レントゲン・ＭＲＩ (術後５日目)
採血・レントゲン

(術後７日目)頭部CT
(術後９日目)採血

治療

点滴を抜去します 退院

退院後の生活について
看護師から説明があり
ます

退院後の生活について
疑問があれば医師・看
護師にご確認ください

処置

入院後は体温・脈拍・血圧を定期的に測定します。
手術中に着用する弾性ストッキングのサイズを測定しま
す

手術入室30分前に弾性ストッ
キングを履きます

清潔

手術後しばらくシャワーができません
手術前日にシャワーを浴びてください

シャワーが可能です

食事

手術前日の夕食後より絶食となります
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日時

活動

説明
・
観察

手術翌日の昼から食事が開始となります

主治医から、手術の説明があります。同意書に記入・捺
印し、看護師に渡しください
麻酔科医による診察があります

看護師が、これまでにかかった病気、飲んでいる薬など
について伺います。現在内服中のお薬は、お薬の説明
書・お薬手帳と共に預けてください

氏名確認のためのリストバンドをつけていただきます

〔必要物品〕
□和式寝衣　２枚
□Ｔ字帯と下着(もしくはおむつ２枚)
□バスタオル２枚
□コップ、歯ブラシ、ストロー
□ティッシュ

手術室へは歩いて行きます。 翌日、7Ｂ病棟に帰室します
状態に応じて、個室や観察室
へ帰室します
主治医の指示があるまでは
ベッド上での安静です

医師、看護師の説明を受け､安心して手術に臨むことができる
手術や麻酔について理解ができる

口腔内の清潔のため、入院日～手術当日までイソジンガーグルで１日３回
うがいをして頂きます

当日朝の内服薬は麻酔科より
指示が出た薬のみ飲んで頂き
ます。何を飲むか指示が出た
ら説明します

時計､指輪､眼鏡､コンタクトレ
ンズ､化粧等は予め、外してお
いてください
義歯は付けたままで､入れ歯
ケースをご用意いただき看護
師にお知らせください

術後合併症や症状の悪化がない
安定した歩行ができる

（　　/　　）

術後心電図と膀胱留置カテーテル、鼻にタンポンガーゼが挿
入されています。膀胱留置カテーテルは、医師の指示がある
まで入れたままです。看護師が定期的に尿の量を測定します

患者氏名

術前の飲水は麻酔科医の指示に従ってください
当日は絶飲食です

手術後は、下記の通り安静の指示があります。初回歩行時は看護師が見守ります

術翌日-術後２日目：車椅子でトイレ可能
術後３日目：病室内歩行可能
術後４日目：病棟内歩行可能
術後５日目：病院内歩行可能

(術後２日目)
午後には心電図を外します
医師が鼻のタンポンガーゼを抜きます。医師の指示があった場合、鼻洗浄をします。洗浄キットは２階のコ
ンビニに売っています。方法や準備は看護師が説明します
(術後４日目以降、日程未定)
医師の許可が出れば、膀胱留置カテーテルを抜きます。抜いた後も、１日の尿量を測る必要があります。
その際に看護師が説明しますので、コップに尿を取って測ってください

手術後、ベッドで集中治療室
（ＩＣＵ）に入室します

手術終了後、主治医より手術
内容の説明があります

１日の飲水量を記録します
喉の渇きや目の見えにくさ、
鼻水が出る等の症状があれば
看護師におっしゃってくださ
い
傷口の治りが悪くなるため、
鼻をかまないでください
口腔内に傷があるため、歯ブ
ラシは十分に注意してくださ
い

次回外来受診日をお
伝えします
　
入院費用の詳細は
病棟事務にお尋ねく
ださい

タオルで体を拭きます


